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■ 計画の背景 

 
磐田市では、小中一貫教育やコミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）のさらなる推進を

図り、学府※1一体校など新時代に合わせた新たな学校づくりを進めている。平成 27 年度に「磐田市

新たな学校づくり研究会」を組織し、これからの子どもたちが生きる新時代の到来に向けて、磐田

市として求める子ども像や学校像について協議してきた。 
 

 
 

■ ながふじ学府の概要、周辺環境 

 
・豊田中学校、豊田北部小学校、豊田東小学校の3校を有している。 

・地区の大半が市街化調整区域となっており、低地部では水田あるい

は畑地、磐田原台地上については主に茶園が広がり、その中に集

落地が散在している。 

 

■ 小中一貫教育、目指す教育等 
 

 「磐田市新たな学校づくり研究会」の報告をもとに、次のような学校づくりに取り組む。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
■ スケジュール 
 

基本構想時と同様にながふじ学府新たな学校づくり検討会において施設機能及び想定規模等を検

討しながら平成29年度に基本及び平成30年度に実施設計を行い、平成31～32年の２年にかけての建

設工事の上、平成33年４月からの使用開始を目指す。 

ただし、既存校舎の解体やグラウンド整備は平成33年度に行う。 
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・変化の激しい時代の中で磐田市の求める人づくりの根本は、「たくましい磐田人（いわた
びと）を育てること」と考える。 

・９年間の新カリキュラムをもつ多機能型学校を実現することで学びの可能性を伸ばす。 

・人間的なつながりの希薄化が予想される中、子ども、地域、教員のつながりなど、人と人
とのつながりを深め、人としての可能性を伸ばす。 

・磐田市のならではの学府一体校を推進することで、学びの可能性、人としての可能性など、
子どもの可能性を伸ばす。 

※1 学府：律令時代、遠江の国府があった磐田の地で、各中学校区が地域の歴史と文化を踏まえ、それぞれの地域社会（ｺﾐｭﾆﾃｨ）と

連動した教育を行う中学校区の学校群 
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「小中一貫教育に適した学校施設計画・設計プロセス構築支援事業」 

平成 28 年度 ながふじ学府一体校等整備基本構想(概要版)
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■ 検討経緯、内容 
 

（１）検討経緯 

学識経験者・保護者、住民組織、教職員等で構成されるながふじ学府新たな学校づくり検討会に

おいて、課題整理、基本方針、施設機能及び想定規模等について検討を行った。 
 

 

 
（２）検討体制 

検討会の委員（計16名） 
千葉大学大学院工学研究科教授、静岡県教育委員会指導主事、ながふじ学府の小中学校長、豊田地区支部長、ながふじ学

府3地区代表、ながふじ学府小中学校及び幼稚園の保護者代表、ながふじ学府コミュニティ・スクール・ディレクター 

 
 
（３）ながふじ学府の方向性 

本事業において、小中一貫教育に適した学校施設整備の基

本構想が策定され、ながふじ学府は、豊田中学校と豊田北部

小学校を一体型の施設とする「向上型学府一体校※2（Ｂ型）」

として運営をスタートし、将来は豊田東小学校を含めた「未

来型学府一体校※3（Ａ型）」を目指し、一体校の校舎施設の整

備は、豊田中学校敷地内の南側に計画することとなった。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
■ ＵＲＬ 
 磐田市教育委員会HP＞教育施策情報＞新時代の新たな学校づくり 
 http://www.city.iwata.shizuoka.jp/kyoiku/measure/gakufu.html 

 日 程 協議内容等 

第１回検討会 平成 28 年 9 月 9 日（金） 講演「これからの学校施設計画の課題 
～小中一貫教育校の学校施設計画を中心として～」 

講師 千葉大学大学院工学研究科 柳澤要教授 
・委嘱状交付 
・検討事項及びスケジュール（案）について 

第２回検討会 平成 28 年 10 月 8 日（水） ・現状について（教育構想・目標、児童生徒数推移） 
・方向性について（学府一体校基本方針） 

第３回検討会 平成 28 年 11 月 2 日（水） ・ながふじ学府の方向性について（向上型学府一体

校における基本的な考え方） 
・想定規模及び施設について 

第４回検討会 平成 28 年 12 月 7 日（水） ・建設場所について 
・かわら版配布について 
・基本構想の内容について 

第１回 

ワークショップ 

平成 29 年 1 月 18 日（水） ・ゾーニング配置案について 
・主な諸室のあり方について 

第２回 

ワークショップ 

平成 29 年 1 月 21 日（土） ・ゾーニング配置案について 
・主な諸室のあり方について 

第５回検討会 平成 29 年 3 月 8 日（水） ・基本構想について 
・今後のスケジュールについて 

※2 向上型学府一体校：学府内に施設一体型の小中学校と既存の施設で運営する小学校が存在するもの。 
※3 未来型学府一体校：学府内にあるすべての施設を同じ敷地内に設置するもの。 

ゾーニング配置案 


